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認知症ケアチームにおける薬剤師介入状況の評価

武蔵野赤十字病院

所属　　薬剤センター　　　　　　　相原 史子　　　　 

（西暦）　　2024　年　05月　～　（西暦）　　2025　年　03月

目的：認知症ケアチームにおける薬剤師の薬学的介入状況の確認及び評
価を行う。
意義：急性期病院の認知症ケアチームに参加する薬剤師による薬学的介
入状況を確認・評価することは、高齢社会での薬剤師の医療経済的側面
を測るための重要な情報元となりうる。

研究のデザイン： 認知症ケアチームへの参加（カンファレンス・病棟
ラウンド）で既に得られた薬剤師の介入記録情報を収集、評価する後ろ
向き観察研究。

研究の期間：2024年5月～2025年3月


